
 

付加価値税(VAT)登録番号の

こと。無い場合は N/A 

(Non Applicable=該当なし)

を記入 

Google Map か Earth で座標

を調べて記入 

 

新規のお客様は 

“Never received”にチェック 

すでに認証取得済みで年次

審査のお客様は GGN を記入 

 

日本語と英語両方で記入する。 

以降の項目はすべて英語で記入する 

Global Location Number の

略称で、EDI（企業間電子デー

タ交換）等に利用できる国際

標準の企業・事業所コード。 

無い場合は N/A 

(Non Applicable=該当なし)

を記入 

 

該当するところに全てに 

チェックを入れる。 

加工用農産物がある場合は

記入する。 

記入方法は 1.1 Integrated 

Farm Assurance と同様。 

ない場合は N/A を記入。 

(マニュアル) 



 

Global GAP に加えて、 

“Add-Ons”の欄にある 

認証も取りたい場合は 

受けたい認証にチェック

を入れる。 

Global GAP 認証のみを

希望の場合は記入不要。 

該当する欄にチェックする 

オプション 1 単独サイト： 

個別生産者で一つの生産サイト

の場合 

オプション 1 QMS のないマルチ

サイト： 

個別生産者または一つの組織が

複数の生産サイトを所有してい

る場合 

オプション 1 QMS のあるマルチ

サイト： 

個別生産者または一つの組織が

QMS で管理された複数の生産サ

イトを所有している場合 

オプション２： 

生産者グループがグループ認証

をとる場合 

 

詳細は一般規則 part1 3.1 を参照。 

QMS に関しては一般規則 Part2 

1.3.2 を参照。 

 

たいていの場合 

・オプション 1 単独サイト 

・オプション 1 QMS のない 

マルチサイト 

のどちらかが該当する。 

上記の質問”Certification 

Option” で “ Option1 

Multi-sites with QMS” 

を選択した場合記入。 

詳細は一般規則 Part2 2.1

を参照 

一般規則 Part1  5.1.2.3 または Part3  5.3 参照 

抜き打ち検査を 10％免除される代わりに 

年次の更新審査が事前告知なしで実施される。 

審査プロセスとして 

オンサイト審査（現場審査）

を実行する前に生産者から認

証機関に送付された文書をオ

フサイト審査（文書審査）す

るサービスを指す。これによ

り審査期間を短縮することは

できないが、オンサイトでの

時間を効率化することができ

る。 

詳しくは一般規則 Part3 5.2

を参照 



 

Global GAP のウェブサイ

トを参照し、記入。 

ない場合は新たに申請す

ることも可能。 

リストについては 

以下参照 

 

https://www.globalgap.org/.content/.

galleries/documents/GLOBALGAP_P

roduct_List_en.pdf 

℣ 

℣ 

単位がヘクタールなので注意。 

℣ 

多年生で 1 年のうちに何度か収穫

する場合は記入。 

該当しない場合は空欄でよい。 

℣ 

生産物に対して何かしらの作業を行う

場合は全て YES を記入。 

具体的には、 

包装や計量、選別、貯蔵がなど。 

℣ 

本書 2 ページ目の 

Add-Ons の項目で 

チェックした場合のみ、 

該当する作物にチェック。 

 

Parallel Production(並行生産)に関しての

詳細は一般規則 part1 4.3.2 を参照 

加工用農産物がある場合は

記入する。 

記入方法は 1.1 Integrated 

Farm Assurance と同様。 

ない場合は N/A を記入。 

https://www.globalgap.org/.content/.galleries/documents/GLOBALGAP_Product_List_en.pdf
https://www.globalgap.org/.content/.galleries/documents/GLOBALGAP_Product_List_en.pdf
https://www.globalgap.org/.content/.galleries/documents/GLOBALGAP_Product_List_en.pdf
https://www.globalgap.org/.content/.galleries/documents/GLOBALGAP_Product_List_en.pdf
https://www.globalgap.org/.content/.galleries/documents/GLOBALGAP_Product_List_en.pdf
https://www.globalgap.org/.content/.galleries/documents/GLOBALGAP_Product_List_en.pdf


 

 

 

加工の工程がある場合は 

その内容を記入する。 

該当しない場合は空欄で

よい 

認証を受けるすべての生

産拠点を記入する。 

オプション 1 単独サイト

の場合は 1 つのみ 

マルチサイトの場合は複

数になる。 

 

1.1Integrated Farm Assurance

の項目で Yes を記入した場合

生産物の取り扱い拠点を記入

する。 

ほぼすべてのお客様が該当。 

No を記入した場合は最下段の 

“Produce handling exclusion 

/No produce handling”の項目

にチェックをつけ、その右の欄

に理由を記入する。 

年次審査を受ける場合、前回の 

審査から変更がある場合は記入。 

Added＝新しサイトの追加 

Changed＝既存のサイトの変更 

Withdrawn＝サイトの使用の停止 

初回審査の場合は記入不要。 

その拠点でどのような工程

を行うか記入する。 

参考例としては、 

Selection=選果 

Measuring＝軽量 

Packing＝包装 

Control ＝調整 

Storage＝貯蔵 

Labelling＝ラベル貼り 

などが挙げられる。 

作業が複雑な場合は単語で

なく説明文を記入する。 

 



 

 

 

収穫前に農作物をバイヤーに

販売するケースがこれにあた

る。この場合収穫の作業の責任

はバイヤーに移る。 

該当する場合はチェックする。 

外部委託を受けている 

外部委託を頼んでいる 

場合は該当する欄に 

チェックを入れ、 

5.Subcontractor の欄を記入 

どれにも該当しない場合は 

全て空欄でよい 

4.ProductCustody declaration 

for Vegetable producers 

の項目で外部委託の欄をチェ

ックした場合に記入。 

していない場合は N/A を記入 

認証を受けた際に 

Global GAP の Date Base に

乗せる情報について開示す

る情報に制限を設けること

ができる。 

住所や連絡先の情報などを 

公表したくない場合は上段

にチェックを入れる。 

 



 

 

 

あくまで希望で、最大限考慮するが、 

収穫時期や審査員のスケジュールによって

希望に沿うことができない場合もある。 

手書きで記入。 

会社の代表者ではなく、担当者でもよい。 

以下の付属Ⅰ～Ⅲの記入は不要 



 

 

 



 


